
   

 

 

本校在籍児童生徒数（５月６日現在） 小学部１４名，中学部 0名 計 1４名  

５月の学校生活目標：『授業のやくそくを守ろう』 

                 【返事】：短く、はっきり、聞こえる声で   

【聞き方】：だまって、目を見て、最後まで 

                 【準備】：準備をしてから休み時間 

 

    学校生活の基盤となる活動 
校 長 音田 正顕 

 

コロナ禍は過去の話になりました。(感染症がなくなったわけでないのですが…)

この数年間で学校教育はもとより社会も大きく変化しました。おそらくリヤド日本

人学校においても、児童生徒数の変化に伴い、対応や優先順位を変えなければいけ

ないことがたくさんあったのだと思います。昨年までやりたくてもできなかったこ

とを、本年度は積極的に教育課程(学校の教育内容を具体化したもの)に組み入れて

実践していくよう、4月の職員会議で確認しました。その大きな柱は次の２点です。 

 

① 一人ひとりを大切にした授業づくり…視覚支援を考えた、分かる授業の実践 

② 対話の場面や活動を多くし、安心して自分の思いを話せる環境づくり 

 

 授業の工夫についてはまた書きたいと思いますが、２点目の環境づくりについて

私が特に重要だと感じているのは、『学校生活の活動に意欲を持って取り組むこと』

『自分以外の人に関心を持つこと』『対話力を磨くこと』の３点です。 

 

 学校では毎日５時間から６時間の授業がありますが、その中に「特別活動」とい

う時間があります。これは、国語や算数といった教科、自分と向き合う「特別の教

科道徳」、自らの興味・関心や社会的な課題に対して調査したり探究したりして学ぶ

力を深める「総合的な学習の時間」のそれぞれと密接な関連を持ちながら、その基

盤づくりとなる活動です。『人がよりよく生きていくために、どのように考え、行動

するか』についてトライ＆エラーを繰り返しながら学ぶ時間だと捉えています。 

 

 人は一人では生きていけませんから、よりよく生きるためには、所属する社会が

よくなっていく必要があります。子どもたちにとっての社会は家庭であり、学校で

す。保護者の方々や先生に守られ、保証された社会の中で安心して成長している子

どもたちですが、家を離れ、学校を卒業してより広い社会に出ていくとき、一人で

歩いていく力を徐々に養っていくことも必要です。日本式の学校教育で大切にされ

てきた特別活動は、そうした独り立ちの基盤づくりをしていると捉えることができ

ます。学級活動、クラブ活動、児童会活動、学校行事を含む特別活動は人間関係づ
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くりに重点を置き、『自分もよくて、人(周りや社会)もいい』をコンセプトに、自分

の意見を述べ、相手や周りの言い分にも耳を傾け、よりよい着地点を見つけて合意

形成を図る。そうした力を養うことができる特別活動を、このリヤド日本人学校で

も大事にしていきたいと考えています。 

     ◇            ◇            ◇ 

 ５月は、多くの行事とともに、委員会活動やクラブ活動、学級や教科の学習でも

話し合う活動がたくさん行われています。各教科で大事にされている、思考、判

断、表現は、こうした機会に養われていくと考えています。小規模校だからできる

低学年からの児童会への参加、学年の枠を超えた話し合いや協働的な活動、それら

は、今、社会で重要だと言われているヒューマンビーングやセルフマネジメント力

につながる力を、小学校から身につけようとしているのだと考えています。 

 どうぞ、保護者の皆様も、毎日少しずつ成長している子どもたちから様子を聞い

ていただき、ご家庭でも成長している姿を認め、褒めてあげつつ、簡単なハードル

をほんの少しずつ上げていって、達成感を持たせてあげてください。それは、学習

に限らず、発言や行動、読書、お手伝い、保護者の方をおもんばかっての心配り、

小さい子どもへの配慮など、場面を限定せず、繋がりづくりをお願いいたします。 

  

     ◇              ◇             ◇ 

５月は、行事がたくさんありました。みんな楽しい思い出をいっぱい作っています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 


